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ペルオキシダーゼ556のもっこの活性は， pH 4が最適pH であり，マンガンイオンによって一般的に促
進作用をうけ，検査した10- 6モルから 10- 2モルの間で、は ， 10- 3モルがもっとも大きい促進作用があった。
ペルオキシダーゼ566の示す活性の最適 pHは6.4であり，高濃度のマンガ、ンイオン(10- 3モル)によっ





「小麦脹のへム蛋臼質の研究」と題する新君の論文は 2 篇からなり，第 1 筋では結品として単離したぺ
ノレオキシダーゼ(以下PO と略) 556 と P0566の精製とそれらの性質について，第 2 篇では P0556 と P0566
とが植物生長ホルモンであるインドール酢酸(以下IAAと略)オキシゼーゼとして作用する乙とを論じた
ものである口
すでに，萩原， 田川，新らは小麦怪からチトクロム cと上記 2 種の PO を結品として単離することに成
功しているが，抽出法として酢酸エチルや酸性処理を施すと不純物除去に効果があるが， P0566の収量が
少ない。一方それらの過激な操作を施さずに温和な方法を採用すると P0556 が得られにくい欠点があっ
た。そこで新君は 2 種の PO を同時に安定な結晶とする方法を考案した。すなわち，小麦肢をリン酸ソーダ
緩衝液中で均一化し，硫酸アンモニウム60%飽和にして 2 種の PO を塩析，ヂトクロム c と分別後，塩析物
を上記緩衝液に懸1虫，硫酸アンモニウム30%飽和にして PO を拙出，透析後弱酸性カチオン交換樹脂 (CG-
501 型)柱を通過させて P0566 を吸着させてP0556 と分別 ， P0566 と P0556両区分を CG-56 1I型の樹
脂柱で更に精製，それぞ';hを結晶化したのである。得られた 2 種の PO のうち P0556 は西洋ワサピの PO
E と同じく典型的 PO であることが分光学的に明らかにされたが P0566 は従来知られたどの PO ともち
がって，チトクロムbに類似の吸収スペクトノレをもっ新型の PO である。しかし水浴性で CO 結合物をつ
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両 PO の性質にはかなり大きな差異が認められるので，既報の推論，抽出精製操作中に P0566 から PO
556 が変化して生成したものではなく，小麦眠中に 2 種とも寄在するのではないかと考えるに至った。
PO が H202 の存在ドで IAA を酸化することは周知のことである。小麦怪の P0566 はそれの最適
pH では H202 添加なしで， IAA を酸化する乙とが知られた。のみならず，周知の IAA オキシダ{ゼ
活牲におよぼす Mn++ の影響も乙れら両 PO の性質に由来するものであると考えれば容易に首肯される
から，それぞれ P0566 は中性 IAA オキシダーゼ活性， P055 6 は酸性 IAA オキシダーゼ活性をあら
わすものであると結論された。
以上新君の業績は論議の多かった IAA オキシダーゼとペノレオキシダーゼとの関係に明瞭な解答を与え
たのみならず，新型ペルオキシダーゼの諸性質を明らかにしたものであるから，植物生理学および，酵素
化学の発展に寄与することが大であると考えられる。また数篇の参考論文の成績からも優秀な研究者とみ
とめられる。よって新君は理学博士の学位を受けるのに十分の資格あるものと認められる。
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